
大学新入生のストレス対処行動と唾液成分との関連性

大学１年生は入学から始まる新生活への移行に伴い、個人的／社会的な要因を含む環境の変化
に適応する必要があります。その過程でストレスへの対処が上手くいかないと、身体的および精神的
健康状態の悪化につながることがあります。最近の報告では、この移行期のストレスが学習活動や成
人としての行動、さらには社会性の獲得を妨げる可能性があることが示唆されています。従って新入
生のストレスへの対処状況を知ることは、彼らがキャンパスでより快適で生産的な時間を過ごすことに
役立つと考えられます。
一般に、ストレスとコルチゾールの関係についてはよく知られています。私達は大学新入生のストレ
ス対処行動と唾液中コルチゾール濃度の関連を分析しました。その結果、問題焦点型対処スタイルの
スコアが高い学生は、低い学生よりも唾液コルチゾール濃度が有意に低いことが分かりました。 この
成果を応用することにより、唾液コルチゾールをモニターすることで、新入生のストレス対処の状況を
把握できる可能性が示されました。
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